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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭への参加利用者様を3名を3/28までに決めておいて下さい。

・外部研修の案内が多いため、各自自己研鑽の目的で参加してください。
・認知症ケア専門士を受験する方は小嶋SGMまで一報をお願いします。

・WIZスケジュールで公休日の入力や背景色を変えていないスタッフが多いため、登録をするようにしてください。
・みだしなみチェックの巡視結果で、通所リハスタッフで靴下で3名指摘を受けています。白を基調とした靴下を着用しましょう。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～昨日、忘れずに服薬していると話している。身体の疼痛に関して、首が痛いと話しており、以前に階段から落ちたときの痛みがあるとのこと。痛みが継続するようであれば、必要に応じて病院の通院を促していく。
・高山　英佐　様～本日10：00当院受診し、環境調整や薬物調整を目的として当院入院となる。入院期間は3か月の予定で、当院入院に伴いデイケア利用中止となる。
・竹洞　総子　様～以前、仕事のことは当分考えないことにしますと話していたが、本人

より電話があり、本日は就労支援B型の見学に行くため欠席しますと報告がある。3/13(火)にも就労の見学に行っており、本日は火曜日とは違う事業所「ココロード」に行くと話しているため、次回来所時に本人の意向を聞いていく。

･大下　伸治　様～吐き気の訴え聞かれるが、バイタルサインの異常はみられていない。個室にて休養して過ごしており、午後も様子観察をしていく。

･久保　興介　様～久しぶりに来所している。久しぶりに来所した理由については、「なんとか頑張って来ました」と話しており、自分で考えて来所したことを評価している。体調や最近の生活状況を確認すると、「何とか大丈夫でした」と穏やかに話しており、特に問題はないとのこと。久しぶりの来所である為、無理せず過ごしてみるよう促すと、スタッフや一部の利用者と交流しながら過ごしており、途中退席しながらもプログラムに参加することができている。

･福井　彩　様　～12時半頃、本人様より電話が有り悩みを話している。現在入院中となっているが、本日居室に工事業者が来ることを知らされておらずそれでパニックになってしまったこと、居室外へ出たが他者の物音や声に敏感になってしまい逃げ場が無くソワソワ感、イライラ感が有ることを話している。頓服は処方を希望していなかったため手元に無い事を話しており、まずは病棟スタッフに相談するなどして対処するよう伝えている。気持ちが爆発してしまうような感じが有ったが、徐々に気持ちが落ち着いてきているとのことでまた必要な時は電話してくるよう伝え電話を終了している。

デイナイトケア
・稲垣　ふき様～解熱し、本日で発症から6日目となっているためこの状態が続けば16日(金)より来所可能となる見込みである。

・古舘　正行様～解熱し、発熱なく経過している。本日で発症から4日目となっているためこの状態が続けば19日（月）より来所可能となる見込みである。

・古川　富蔵様～解熱し、発熱なく経過している。本日で発症から3日目となっているためこの状態が続けば19日（月）より来所可能となる見込みである。

・吉田キクエ様～月曜日15：00に37℃台の発熱が有り、うしお内科を受診しインフルエンザ検査陰性と診断を受けている。昨日は発熱が有り、昨日18：00-37.2℃、23：00－37.8℃でカロナールを服用、本日8：00－37.3℃で経過している。
・板橋　利美様～昨日、うしお内科受診しインフルエンザB型陽性と診断を受けている。昨日18：00－39.0℃、20:30－38.0℃で経過しカロナール錠を服用。今朝、4:00－38.6℃でカロナール錠を服用し、8:00－38.6℃で経過しているとのこと。

・倉石ヨシエ様～昨日、うしお内科受診しインフルエンザ検査結果は陰性と診断を受けている。昨日18:00－38.1℃、20:30－37.6℃、今朝は8：00－36.5℃で経過し、症状は咳が見られているとのこと。

・小野寺ノリ様～昨日、うしお内科受診しインフルエンザB型陽性と診断を受けている。昨日の体温は20:30－37.6℃、23:00－37.6℃でカロナール錠を服用しており、今朝は8:00－36.5℃で経過している。自室から出てくることが見られ、都度介入しているとのこと。

･津嶋　イチ子様～昨日、鹿内内科受診しインフルエンザB型陽性と診断を受けている。昨日の体温は18:00-36.1℃、21:00－35.1℃、今朝は8:00-37.2℃で経過しているとのこと。

･小笠原　富治様～青風荘より情報提供が有り、今朝の体温が8:00－37.6℃のため、うしお内科を受診。インフルエンザ検査は陰性と診断を受けている。処方薬は、タミフル(75)1T×朝・夕、ピーエイ配合錠1T×朝・昼・夕、トラネキサム酸錠（250）1T×朝・昼・夕、アスベリン錠（20）1T×朝・昼・夕、頓服薬カロナール（300）1T×10回分。体温は、11：30－38.1℃で経過しているとの情報提供が有る。

ナイトケア

・八木橋　牧雄様～腰痛が有ることを話しており、夕食まで床に横になって過ごしている。本日の仕事で立ち仕事が多かったことを話しており、業務内でも痛みが有り休憩中は床にしゃがんで休んでいるが、他者の目を気にして思うようには休めないことを話している。体調の事を職場へ相談し配慮してもらうことも今後必要になってくるのではと提案すると頷いている。夕食後も、すぐ横になって過ごしている。明日は仕事が休みで日赤病院受診日であることを話しており、無理のないよう行動するよう伝えている。

カンファレンスシート（　下口　政子様）

実施日：H30年　3月15日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：柴崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：慶長、石橋、工藤、斎藤

検討内容　

	氏名
	下口　政子様
	性別
	女
	年齢
	40
	生年月日
	昭和52年12月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力・持続性の維持・向上、病識を身につける、社会資源の活用

	本人希望
	現在の生活を続ける。

	家族希望
	家族の

	入院歴
	計　回（最終：平成21年10月　日～　平成22年5月　日）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：平成22年5月24日～現在　　（週1回/火曜日）

	その他サービス利用
	三戸郡地域生活支援ｾﾝﾀｰ利用中（月・水・木・金）

	住居
	グループホーム入居中

	家族構成： 
[image: image1.emf]

	利用制度
	障害者年金2級
	愛護手帳　B
	自立支援医療　受給中　上限2500円

	備考：


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	単身生活と就労を目指し、身体と精神面の安定を図っていく
	①不調（被害的な考え、妄想）に自ら対処できるようになる。
	①周りの人が気になり、不快な気持ちになった時はスタッフに報告してから帰宅する。
	①不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	②バランスの良い食事を摂れるようになる。
	②食事内容を見直す。
	②偏った食事にならないように食事内容を確認し助言を行う。栄養指導プログラムに参加しバランスの良い食事についての意識出来るように促す。

	
	③体重74kgを目指し、外食・間食を減らし、運動量を増やす。
	③体重78kgを目指す。
	③体重の減少・体力の向上を目指し運動プログラムへの参加を促す。


【検討内容】目標の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①周りの人が気になり、不快な気持ちになった時はスタッフに報告してから帰宅する
	主治医に不安や緊張を感じた際には、人に話してみることで対処するように言われたと話しており、実際に、人に話した結果、良くなる事も変わらない事もあると話している。スタッフに相談することに関して、話せることと話せないことがあるから全部は相談できないことを話している。
	周りの人が気になり、不快な気持ちになった時は、スタッフが声掛けすることによって、不安なことや、幻聴についてはなしているため今後も、来所時に面談を行い、不安を抱え込まないようにしていく。

	②食事内容を見直す。
	価格の安いサラダを取ることを勧めるが、｢無理です｣と話し、パスタサラダを食べていることがある。オムライスや、おにぎり、サラダパスタなどを一度に食べていることがあり食事量が多いことがある。サラダパスタについて、「野菜を摂らないと」と話しており、野菜摂取について今後も助言が必要である。
	食事に関しての助言は実行しないことが多いため、どのようにしたら、実行できるのかを、情報収集し実行可能な実現方法を考えていく。

	③体重74kgを目指し、外食・間食を減らし、運動量を増やす。
	前回目標にしていた体重の維持・減量はできず、やや増加。体重増加を気にするも食欲に負けて食べてしまうとのこと。
運動に関しては八戸駅からデイケアまで歩き来所の際の運動は続けている。デイケアでの運動療法プログラムでは、DVD体操に参加しており、体の動きは小さいが終了まで休むことなく続けている。
	食事同様に間食や運動についても話し合い、情報収集をして実行可能な方法を考えていく必要がある。



【目標・治療計画（再立案）】

目標など、本人の意向を詳しく聞き、本人が理解し実現できるように話し合い再立案することとする。

備考：病院栄養指導より


間食は変わらず、夕食後にジュースとお菓子を摂取していると話される。夜の間食は毎日継続しており、買い物に行くとついついお菓子を買ってしまうとのこと。野菜摂取を促した際に「金額が…」と金銭面を気にしている。栄養指導でおやつを買う量を減らし、その分野菜を買うよう促すも「おやつをやめて、野菜を買うのは無理」とどうしても間食をやめられないとのこと。1日にジュース2本は多いこと、夜の間食では夕食過多となり、肥満に繋がることを説明するが難しいと話してやめる様子はない。


食事療養の必要性には理解が乏しく、行動変容につなげるには難しい様子。繰り返し食事療法の必要性について指導を行っていく。


昼食ではカップラーメンを食べていることがあり、夕食でも煮るラーメンを時々食べると話している。家で食べる時はカット野菜を入れて食べることがあるが野菜の摂取は少ないことを話している。


主治医との面談より


不安が強いこと主治医に話している。いやな人と接するのがつらい。�こころの中に浮かぶ映像が人に伝わるのが困る。苦手な人と接すると悪いことを考えてしまう。�職場やグループホームでも時々不安を感じることを話している。不安を感じている時間もすぐ回復したり、服薬にて軽減することもあるが、軽減しない時や回復に時間がかかる時は、関係ないことを考え、気持ちを切り替えるようにしている








